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い
け
ま
せ
ん

○
悪
質
な
誹
謗
中
傷
行
為
を
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
な
ど

次
の
国
政
選
挙
か
ら

那珂川町ケーブルテレビ インターネットを利用した選挙運動
ができるようになります

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
光
通
信
網

を
活
用
し
た
防
災
告
知
端
末
電
話

機
を
各
加
入
者
宅
に
設
置
い
た
し

ま
す
。
設
置
費
用
は
無
料
で
す
。

ま
た
、
各
加
入
者
間
や
町
内
公
共

施
設
と
の
通
話
料
も
無
料
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
音
声
告
知
機
を
設
置
し

て
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま
す
の

で
、
音
声
告
知
機
の
点
検
も
合
わ

せ
て
行
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
機
器
交
換
と
な
り
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

が
一
般
に
広
く
普
及
し
て
き
て
お

り
、
選
挙
運
動
期
間
に
お
け
る
候

補
者
に
関
す
る
情
報
の
充
実
、
有

権
者
の
政
治
参
加
の
促
進
等
を
図

る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

利
用
す
る
方
法
に
よ
る
選
挙
運
動

が
解
禁
さ
れ
ま
す
。

　

現
行
の
公
職
選
挙
法
で
は
、
選

挙
の
公
正
、
候
補
者
間
の
平
等
を

確
保
す
る
た
め
、
選
挙
運
動
期
間

中
に
行
わ
れ
る
文
書
図
画
の
頒

布
・
掲
示
そ
の
他
の
選
挙
運
動
に

つ
い
て
一
定
の
規
制
を
行
っ
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ

る
情
報
の
伝
達
も
、
文
書
図
画
の

頒
布
に
当
た
る
も
の
と
し
て
規
制

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
に

よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利

用
し
た
選
挙
運
動
の
う
ち
一
定
の

も
の
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
今
ま
で

ど
お
り
の
規
制
も
あ
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

　
「
候
補
者
・
政
党
等
」
は
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
等
及
び
電
子
メ
ー
ル
を

利
用
し
た
選
挙
運
動
が
可
能
で
す
。

　
「
有
権
者
」
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

等
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
が
可
能

で
す
。

※
選
挙
運
動
は
、
公
示
・
告
示
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
し
か

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
」
と
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動
画
共
有
サ
ー

ビ
ス
、
動
画
中
継
サ
イ
ト
等
を

い
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
選
挙

運
動
に
つ
い
て
、
処
罰
の
対
象
と

な
る
禁
止
行
為
が
あ
り
ま
す
。

○
有
権
者
は
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ

　

ま
た
、
電
話
帳
の
作
成
の
ご
協

力
に
つ
い
て
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８
７
（
92
）
１
１
２
１

○
受
付
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

平
成
25
年
６
月
か
ら
10
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
（
株
）

　

事
前
に
電
話
に
よ
り
設
置
日
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

可
能
に
な
る
内
容

可
能
に
な
る
時
期

禁
止
行
為
（
処
罰
の
対
象
）

 

◇
防
災
電
話
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

就業規則･労働社会保険手続･労務管理･年金相談
遺言･相続相談･離婚相談･行政手続･各種許認可

設
置
時
期

設
置
業
者

設
置
方
法

防災告知端末
　電話機のかけ方
　防災告知電話の番号は基本的には、NTT の電

話番号に「３」を付けてかけます。
たとえば、NTT で９２－１１２１（ケーブルテレビ放
送センター）であれば、防災告知電話では３９２－

１１２１で無料の通話ができるようになります。
　また、那珂川警察署は、３９２－０１１０であり、
消防署は馬頭分署が３９２－２８００で、小川分署が
３９６－２１８８でかかりますので、お間違えの無い
ようにお願いします。
　そして、役場の各課へは、総務課が３９２－

１１１１、住民生活課が３９２－１１１２となります。
　設置終了後、電話帳を作成し、加入者宅に配布
いたしますので、ご活用ください。

 「３」を
付けます

 「防災告知端末電話機」を
　　　加入者宅に設置します

次の国政
選挙から

て
選
挙
運
動
を
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

○
未
成
年
の
選
挙
運
動
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
Ｈ
Ｐ
や
電
子
メ
ー
ル
等
を
印
刷

し
て
頒
布
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

○
選
挙
運
動
期
間
外
に
選
挙
運
動

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
候
補
者
に
関
し
虚
偽
の
事
項
を

公
開
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
氏
名
等
を
偽
っ
て
通
信
し
て
は

次回選挙から、「馬頭期日前投票所」が変わります

（新）

（旧）

案内図

馬頭総合福祉センター

山村開発センター 

※直近の選挙は、７月に執行される参議院議員通常選挙となります。

【問い合わせ】
那珂川町選挙管理委員会　☎ 0287 － 92 － 1111

馬頭総合
福祉センター

加入者
間通話
無料!! 総務省（インターネット選挙運動の解禁に関する情報）

http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo10.html
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那珂川町産学官連携新商品デザイン事業参加事業者を募集
　那珂川町では、中小企業等の商品開発力の向上とデザイン振興、また宇都宮メディア・アーツ専門学
校の学生の実践的な学習研究を行うため、企業と学生のマッチングの場を設け、新商品のデザイン制作
に取り組む「那珂川町産学官連携新商品デザイン事業」を実施します。
　○スケジュール　募集７月10日まで　→参加事業者決定７月下旬　
　　　　　　　　　→　現場見学会・意見交換会11月　→デザイン発表会２月中旬
　　　　　　　　　→　商品化へ向けてのマッチング
　○募集対象者　町内の中小企業者、産地組合等
　○募　集　数　１事業者
　○応 募 期 間　６月10日から７月10日まで
　○応 募 方 法　所定の応募用紙に必要事項を記入し、
　　　　　　　添付書類とともに商工観光課まで郵送
　　　　　　　又は持参してください。
　○問い合わせ　
　　商工観光課　☎０２８７－９２－１１１６

自衛官相談員委嘱状交付式が行われました

　自衛官募集相談員をご存知ですか？
　町では、国の委託事務として自衛官募集等の業
務を行っています。その業務を遂行するにあたり
町長と自衛隊地方協力本部長の両者連名で４名の
方を自衛官募集相談員として委嘱しています。
　相談員の活動は、自衛官を募集するための環境づ
くりや募集情報の提供、募集活動の支援等です。
　自衛官に興味のある方、または相談事等があり
ましたらお気軽にご相談ください。
問い合せ　役場住民生活課　☎０２８７－９２－１１１２

相談員は次の方々です。
　小森　才明　（片　平）
　星　　一郎　（久那瀬）
　末吉　　保　（小　砂）
　薄井　邦夫　（小　川）　　

　家族や知人、あるいは自分自身のことで心配をしている方が多いと思います。
　認知症を理解し認知症やその家族を地域で温かく見守り、皆が暮らしやすい「温かい地域」をつくるため、
町では認知症サポーター養成研修会の出前講座を行っています。

認知症サポータ－になろう！
　認知症サポーターは、何か特別のことをする人ではありません。友人や家族に学んだ知識を伝えたり、認知
症になった人や家族の気持ちを理解し地域で温かく見守る「応援者」です。

どなたでも参加できる講座です
　講座時間は60～90分で、専門の講師が認知症の正しい知識や予防法、認知症の方へ
のサポートなどを分かりやすく説明します。受講終了後に認知症サポーターの証として
「オレンジリング」をお渡しします。

お申し込みはお電話で！　日程と場所をご相談ください
　☆日　程　平日･土･日･祝日を含め実施可能です。準備の都合上、開催予定日
　　　　　　１ヶ月前までにお申し込みください。
　☆場　所　那珂川町内ならどこでも開催できます。　　　　　　
　☆人　数　なるべく１０人以上ご参加くださるようご配慮願います。
　☆申し込み･問い合わせ：地域包括支援センター 　☎0287－９６－２１６１

　すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した
人たちの改善更生について理解を深め、それぞれの
立場において力を合わせ、犯罪や非行のない地域社
会を築こうとする全国的な運動です。
　毎年７月を強調月間として、保護司や更生保護女
性会の方々が中心となり、各種の広報活動を行って
います。
　日　　時　７月６日（土）午後１時30分～
　会　　場　那珂川町小川総合福祉センター
　　　　　　あじさいホール
　内　　容　式典
　　　　　　アトラクション
　　　　　　・小川中学校吹奏楽部（演奏）　　　
　　　　　　・那須小川まほろば太鼓（演奏）
　　　　　　・わかあゆ保育園（演技）
　入 場 料　無料
　主　　催　第６３回“社会を明るくする運動”
　　　　　　南那須地区推進大会実行委員会
　問合わせ　住民生活課　戸籍住民係　
　　　　　　☎0287－92－1112

７月は“社会を明るくする運動”強調月間です。
　～犯罪や非行を防止し、
　　　　　　立ち直りを支える地域のチカラ～

第６３回“社会を明るくする運動”
南那須地区推進大会

　

去
る
２
月
９
日
に
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
元
馬
頭
町
立
健

武
小
学
校
長
小
池
勇
氏（
馬
頭
）

は
、
長
年
の
教
育
行
政
の
功
績

　

本
年
３
月
に
米
寿
を
迎
え
ら

れ
た
元
馬
頭
町
立
大
山
田
小
学

校
長
佐
藤
榮
氏
（
馬
頭
）
は
長

故
小
池
勇
氏
に
正
七
位
瑞
宝
双
光
章

佐
藤
　
榮
氏
に
瑞
宝
双
光
章

が
認
め
ら
れ
正
七
位
瑞

宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
池
氏
は
、
昭
和
25
年

に
教
職
に
就
か
れ
、
主
に

初
等
教
育
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を

偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

年
の
教
育
行
政
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
双
光

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
昭
和
19
年

に
教
職
に
就
か
れ
、
以

来
、
馬
頭
町
立
大
山
田
小

学
校
長
を
退
職
す
る
ま

で
、
初
・
中
等
教
育
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

職場、自治会、趣味サークル、友達、ご近所さん等で利用してみませんか？認知症サポーター
養成研修会の出前講座

平成２３年度商品化デザイン
「温泉とらふぐヒレ酒セット」
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フォークコンサート
ふるさとの森静かに写経を　馬頭院田楽献舞（自然生クラブ）　乾徳寺

よさこい踊り

どじょうすくい

田植え作業中

流しそうめん

田植え作業中

お手玉「あんたがたどこさ」

　

4
月
29
日
か
ら
5
月
6
日
ま

で
、「
花
の
風
ま
つ
り
」
が
商
店

街
や
民
家
な
ど
町
内
全
域
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
内
容
は

様
々
で
、
絵
画
・
写
真
展
や
音
楽

会
、
こ
ど
も
駄
菓
子
屋
、
た
け
の

こ
料
理
の
接
待
な
ど
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
み
ん
な
が
楽
し
め
る

春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
馬
頭
南
町
商
店
会
主
催

の
広
重
春
ま
つ
り
、
静
神
社
例
大

祭
「
た
け
の
こ
祭
り
」
や
「
里
山

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
in
小
砂
」
も
同

時
期
に
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

親
子
連
れ
な
ど
が
訪
れ
、
多
く
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

曇
り
空
の
下
、
５
月
11
日
、
福
島

泰
夫
さ
ん
（
芳
井
）
の
水
田
で
、
恒

例
の
外
国
人
と
の
交
流
な
ど
を
目
的

と
し
た
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
大
学
の
留
学
生
や
県
内
に

在
住
す
る
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）
な
ど
10
カ
国
か
ら
28
名
の
外
国

人
の
方
が
参
加
。
町
内
の
小
・
中
学

生
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
約

百
三
十
人
が
泥
に
足
を
取
ら
れ
な
が

ら
も
、
昔
な
が
ら
の
手
作
業
で
の
田

植
え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
後
の
交
流
会
で
は
大

森
照
代
さ
ん
が
ど
じ
ょ
う
す
く
い

を
、
Ｙ
ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
ｉ
那
珂
川
ゆ

め
っ
こ
の
皆
さ
ん
が
よ
さ
こ
い
踊
り

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
留
学
生

の
皆
さ
ん
は
日
本
の
歌
を
歌
っ
た

り
、
母
国
の
歌
を
披
露
す
る
な
ど
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

秋
に
は
今
回
植
え
た
田
ん
ぼ
で
の

手
刈
り
に
よ
る
稲
刈
り
が
行
わ
れ
る

予
定
で
、
秋
の
収
穫
時
の
再
会
を
約

束
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
か
ら
開
催
さ
れ
た

「
里
山
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
in
小
砂
」

の
表
彰
式
が
、
最
終
日
の
５
月
６

日
に
小
砂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
作
品
出
品
者
や
地
元

住
民
な
ど
が
集
ま
り
、
大
賞
の
ほ

か
町
長
賞
な
ど
５
つ
の
賞
が
入
賞

者
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
参
加
し

た
作
家
の
感
想
が
順
番
に
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
金
亜
軍
さ
ん

に
よ
る
揚よ
う

琴き
ん

の
演
奏
も
行
わ
れ
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

小
砂
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

表
彰
式

第
11
回

第
11
回

リコーダーの楽しみ　えにし苑

井口雄介さんの作品（町長賞）
松尾ほなみさんの
作品の一部（大賞）青木香保里さんの作品（町議会議長賞）

審査委員長の渡辺豊重氏による講評

ステンドグラスワークショップ
馬頭院

金　亜軍氏・揚琴コンサート
鷲子山上神社

　

５
月
18
日
、馬
頭
西

小
学
校
で
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。初
夏
の

青
空
の
下
、子
ど
も
た
ち

は
お
も
いっ
き
り
校
庭
を

駆
け
回
り
、爽
や
か
な
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

西
小
運
動
会

５・６年　100ｍ走

１・２年・保護者 
めざせ、ワールドカップ

５・６年・保護者
 フライングゲット!! 5・6年・高齢者　仲良くゴール

３・４年 海賊王に俺はなる!!

1･2年生（ダンス） ＡＢＣ
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平成２６年那珂川町成人式の開催と実行委員の募集
【平成26年那珂川町成人式日程】

と　き　平成26年１月12日（日）
　　　　午前9時受付　午前10時開式
ところ　小川総合福祉センター　あじさいホール
内　容　式典、記念行事等
対象者　平成５年４月２日から平成６年４月１日
までに生まれた方で、町内に現在在住するか町内
の中学校を卒業された方
その他　対象の方には、10月中旬に案内（ハガ
キ）を送付します。
　那珂川町以外に住民票を移されていて、那珂川
町の成人式に出席を希望される方は、生涯学習課
までご連絡ください。

【成人式実行委員募集について】
　　～自分たちの手で
　　　　　　　思い出に残る成人式を創ろう～
　平成26年那珂川町成人式に実行委員として協力
していただける方を募集します。みんなで思い出
に残る素晴らしい式にしましょう。
　「やってみたい！」 と思う方はぜひご連絡ください。
対 象 者　成人を迎えられる方で、実行委員会
（９月から５回程度）と、成人式の準備などに参
加できる方
募集人数　10名程度
申込方法　電話、郵送、Ｅメール等で生涯学習課
　　　　　までお申し込みください。
申込期限　７月19日（金）まで

申し込み・問い合わせ
　　　教育委員会生涯学習課生涯学習係

　　　　　 ☎ ０２８７－９６－２１１６
　　　　　Fax ０２８７－９６－４５４５

　　E-mail：sgaku@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

月日 地　区 会　　場 時　　間 月日 地　区 会　　場 時　　間

6
月
20
日（
木
）

馬　　　頭 山村開発センター 9:00 ～　9:10

6
月
24
日（
月
）

小　　　川 小川図書館 9:00 ～　9:15
和　　　見 和見集会所 9:20 ～　9:30 芳　　　井 上芳井公民館 9:30 ～　9:40

小　　　砂
旧馬頭北保育園入口 9:40 ～　9:50 浄　法　寺 浄法寺公民館 9:50 ～ 10:00
馬頭西小学校入口 10:00 ～ 10:10 小　　　川 上町公民館 10:10 ～ 10:20

小　　　口 小口集会所 10:20 ～ 10:30 三　　　輪 三輪集会所 10:30 ～ 10:50
北　向　田 北向田公民館 10:40 ～ 10:50 片　　　平 第８区生活センター 11:00 ～ 11:10
久　那　瀬 久那瀬集会所 11:00 ～ 11:10 谷　　　田 谷田公民館 11:20 ～ 11:30
松　　　野 旧ＪＡ武茂給油所 11:15 ～ 11:25 　■予防注射料　３，３００円

　■登　録　料　３，０００円
●どこの会場でも受けられます。
●狂犬病注射は毎年１回必ず受けてください。
●登録犬の死亡・登録事項変更の場合は届け出てください。
●他人の犬・人に噛付く犬は口輪を付けてください。
●時間が多少ずれることがあります。

※６月以降の集合注射は実施いたしませんので、必ず受
けてください。

※集合注射を受けられない場合は、獣医師の所で個別に
受けてください。

　問い合わせ：住民生活課生活環境係　
　　　　　　☎０２８７－９２－１１１２

富　　　山 富山集会所 11:35 ～ 11:45

6
月
21
日（
金
）

馬　　　頭 健康管理センター 9:00 ～　9:10
矢　　　又 大武商店脇 9:20 ～　9:30

健　　　武
消防馬頭分署前 9:40 ～　9:55
大鳥公民館 10:00 ～ 10:10

大山田下郷
御前岩駐車場 10:15 ～ 10:25
町公民館 10:35 ～ 10:45

大山田上郷 生活改善センター 10:55 ～ 11:05
盛　　　谷 谷川体育館 11:20 ～ 11:30
大　　　内 大内生活改善センター 11:40 ～ 11:50

平成25年度犬の登録及び狂犬病予防注射日程表

　

大
正
２
年
５
月
４
日
生
ま
れ
の
長な
が

山や
ま

一か
つ

枝え

さ
ん
（
北
向
田
）
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
大

金
町
長
よ
り
お
祝
い
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

矢
又
出
身
の
一
枝
さ
ん
は
、
小
砂
出
身
の

ご
主
人
と
一
緒
に
、
戦
前
、
東
京
の
杉
並
区

堀
の
内
で
商
売
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
終
戦

後
、
強
制
疎
開
で
地
元
に
戻
り
、
北
向
田
で

商
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

百
歳
に
な
っ
た
今
で
も
杖
を
突
い
て
家
の

周
り
を
見
回
り
す
る
ほ
ど
お
元
気
で
、
大
き

な
病
気
を
患
っ
た
こ
と
も
な
く
、
何
で
も
食

べ
ら
れ
ま
す
。
長
生
き
の
秘
訣
を
尋
ね
る
と

「
い
つ
の
間
に
か
長
生
き
し
て
い
ま
し
た
。

無
理
を
し
な
い
こ
と
が
秘
訣
で
す
か
ね
。
家

族
に
も
と
て
も
よ
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

那
珂
川
町
で
の
使
用
が
終
わ
っ
た
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
が
ア
フ
リ
カ
の
セ
ネ
ガ
ル
共
和

国
に
贈
ら
れ
、
大
金
町
長
は
５
月
14
日
、
セ

ネ
ガ
ル
独
立
記
念
日
の
大
使
館
主
催
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ネ
ガ
ル
に
贈
ら
れ
た
の
は
、
那
珂
川
町

消
防
団
第
６
分
団
第
２
部
・
第
３
部
が
20
年

以
上
使
っ
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
二
台
で

す
。
昨
年
度
、
二
つ
の
部
で
は
ポ
ン
プ
車
を

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
制
御
付
ポ
ン
プ
車
に
更
新

し
ま
し
た
が
、
矢
板
市
消
防
団
副
団
長
の
相

馬
宗
司
さ
ん
の
橋
渡
し
に
よ
り
、
那
珂
川
町

で
の
役
目
を
終
え
た
二
台
は
遠
く
ア
フ
リ
カ

の
地
で
第
二
の
人
生
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ダ
カ
ー
ル
な
ど
の
市
街
地
に
は
設
備
も

整
っ
て
い
ま
す
が
、
地
方
で
は
ま
だ
消
防
設

備
や
ポ
ン
プ
車
が
不
足
し
て
お
り
、
今
回
の

寄
贈
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
那
珂
川
あ
ゆ
街
道
魅
力
ア
ッ
プ
フ
ェ
ア
」

が
５
月
26
日
、
大
田
原
市
佐
良
土
の
県
な
か

が
わ
水
遊
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

「
あ
ゆ
街
道
」
が
従
来
の
大
田
原
市
、
那
須

町
に
加
え
、
那
珂
川
町
、
那
須
烏
山
市
、
茂

木
町
に
延
伸
す
る
こ
と
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

会
場
に
は
県
内
の
「
食
の
街
道
」
等
の
特

産
品
な
ど
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、ま
た
、

ア
ユ
の
放
流
体
験
や
バ
タ
ー
作
り
体
験
な
ど

も
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

東
京
海
洋
大
学
客
員
准
教
授
で
タ
レ
ン
ト

の
「
さ
か
な
ク
ン
」
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
に
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
詰

め
掛
け
、
さ
か
な
ク
ン
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
ト
ー
ク
や
鯉
、
鮎
な
ど
魚
の
ク
イ
ズ
に
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
の
解
禁
を
前
に
、
町
と
那
珂

川
中
央
漁
業
協
同
組
合
、
同
南
部
漁
業
協

同
組
合
は
、
ア
ユ
の
稚
魚
１
２
０
㎏
（
約

７
０
０
０
匹
）
を
５
月
14
日
、
那
珂
川
と
武

茂
川
の
計
３
箇
所
で
放
流
し
ま
し
た
。

　

写
真
の
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
東
側
の

那
珂
川
右
岸
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
だ
水

槽
か
ら
筒
状
の
ビ
ニ
ー
ル
を
経
由
し
て
放
流

し
、
約
20
グ
ラ
ム
の
稚
魚
た
ち
は
元
気
に
那

珂
川
を
泳
い
で
い
き
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
、
両
漁
協
で
は
４
月
か
ら
稚

ア
ユ
を
放
流
し
て
お
り
、
ア
ユ
の
漁
獲
高
、

日
本
一
を
誇
る
「
清
流
那
珂
川
」
に
大
勢
の

釣
り
人
を
迎
え
入
れ
る
た
め
、
解
禁
日
以
降

も
成
魚
の
放
流
を
続
け
る
予
定
で
す
。

長
山
一
枝
さ
ん
に

百
歳
の
お
祝
い

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が

西
ア
フ
リ
カ
の
セ
ネ
ガ
ル
に

那
珂
川
あ
ゆ
街
道
を
Ｐ
Ｒ

清
流
那
珂
川
に

　
　
　
　

ア
ユ
を
放
流

抽選で沿川各市町の特産品をプレゼント

那珂川町長賞は「ひれ酒」「ハム」を贈呈
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ら
れ
ま
す
。
日
々
の
生
活
に
運
動

を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
体
力
を
維
持
し
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
！

　

高
齢
者
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま

だ
元
気
な
方
か
ら
介
護
が
必
要
な

方
ま
で
心
身
の
状
態
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
、
個
人
差
も
大
き
い
も
の

で
す
。
加
齢
に
伴
い
体
力
・
持
続

力
・
忍
耐
力
も
以
前
よ
り
低
下
し

た
こ
と
を
感
じ
る
と
、
弱
気
に
な

り
外
に
出
る
の
も
消
極
的
に
な
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

日
常
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
体
力
を
維
持
し
、

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

 　

立
つ
、
座
る
、
歩
く
、
階
段
を

昇
り
降
り
す
る
な
ど
の
基
本
的
な

動
き
に
は
、
下
半
身
の
筋
力
が
特

に
大
切
で
す
。

　

次
回
は
下
半
身
の
筋
力
を
高
め

る
運
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
７
（
96
）
２
１
６
１

子育て支援センター わかあゆわかあゆ

○きらきらベビークラス　
　7月の内容はベビービクス。赤ちゃんとママのスキン
シップを基本に、マッサージとエクササイズのプログ
ラムです。ママとの絆を深め赤ちゃんの発達を促す効
果があります。生まれてすぐの赤ちゃんから参加でき
ます。たくさんの参加お待ちしています。
　日時：７月２日（火）
　　　　午前10時～11時30分
　場所：健康管理センター
　内容：ベビービクス
　講師：玉木尚子 OKJ インストラクター
　料金・その他：参加費 100 円、動きやすい服装で
　　　　　　　  お越しください　

「たばこ」が原因で、日本では年間13万人も
の人が死亡しています。

たばこから大切な人を守りたい。
そして…「たばこのない社会」を作っていきましょう。

☆マタニティクラス～ハローベビー！～☆

　今回の内容は助産師さんの相談会。産院ではなか
なか時間がなくて聞けないことや、妊娠・出産に関す
るさまざまな不安・悩みにお答えします。お気軽にご
参加ください。
　日時：７月５日（金）午前 10 時～11 時 30 分
　場所：健康管理センター
　内容：助産師さん相談会
　講師：浅川まり子助産師
　料金・持ち物：無料、母子手帳をお持ちください

■お問い合わせ・参加のお申し込み　健康管理センター　☎0287－92－1188

６月は食育月間です
　食育は、生きる力を身につけるための基本であり、栄養
や健康に関する知識を学ぶだけのものではありません。食
を通じた人と人のふれあいや、食べ物のありがたさなども感
じとる機会でもあります。例えば、食事のあいさつをしっか
りすることも立派な食育の一つです。毎日の暮らしの中で、
家庭でも食育を行うことが大切です。「食」をめぐるさまざ
まなことを日常生活の中でいろいろと見つけてみましょう。

☎0287－96－5223

健康管理センターからのお知らせ

☆親子ビクスでリフレッシュ！☆
６月19日(水)　10:３０～11:30　　
親子で身体を動かして、リフレッシュしましょう。
講　師　　玉木　尚子さん　（エアロビック指導員）
申　込　　６月17日（月）まで

☆絵本の世界を楽しもう☆
６月26日(水)　10:30～11:30
　絵本の読み聞かせの魅力についてのお話や、手遊
び、絵本の読み聞かせなどを楽しみましょう。
講　師　　山本　寿美子さん　
申　込　　６月24日(月)まで

☆七夕飾りをつくろう☆
７月３日（水）10：３０～11：30　　　
　七夕飾りに込められた願いや意味を知って、た
くさんの色紙を使って素敵な飾りを作りましょ
う。
申　込　　６月28日(金)まで

☆３Ｂ体操で元気はつらつ☆
７月１１日(木)  10:３０～11：30　　
３B体操とは、３種類の用具を使って音楽に合わせ
て行う健康体操です。親子で触れ合いながら楽し
めますので、動きやすい服装で来てください。
講　師　　屋代　美代子さん　
申　込　　７月８日(月)まで

町の栄養相談をご活用ください！
　町では月１～２回、栄養士による栄養相談を行っています。
　30分から１時間程度の個別相談になります。
○食事の摂り方の工夫
　（減塩、カロリーを抑える、バランスのよい食事など）
○調理方法の工夫
○症状に合わせた食事の工夫
など、食事に関することで相談がある方は健康管理センター
までご連絡下さい。
【日　　　程】　※いずれも午後の時間になります。
　　　　　　　　平成２５年　 ６ 月１３日（木）・ ２６日（水）、  ７ 月１１日（木）・ ２５日（木）

　　　　　　　 ８ 月 １ 日（月）・ ２２日（木）、  ９ 月１２日（木）・ ２５日（水）
　　　　　　　１０月１０日（木）・ ２４日（木）、 １１月１４日（木）・ ２８日（木）
　　　　　　　１２月１２日（木）・ ２５日（水）

　　　　　　　　平成２６年　 １ 月 ８ 日（水）・ ２２日（水）、  ２ 月１０日（月）・ ２７日（木）
　　　　　　 　　　　　　   　３ 月１２日（水）・ ２７日（木）
【申し込み先】　健康管理センター　☎０２８７－９２－１１８８

保
健
師
の
い
き
い
き
通
信

運
動
の
必
要
性
と
効
果
に

つ
い
て
（
高
齢
期
）

　

今
月
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
の

運
動
の
必
要
性
と
効
果
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
の
必
要
性

　
一
般
的
に
体
力
は
二
十
歳
代
で

ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
の
後
は
徐
々

に
低
下
を
た
ど
り
ま
す
。
高
齢
期

に
な
る
と
、
日
常
生
活
に
お
い
て

活
動
範
囲
が
狭
く
な
る
こ
と
に
よ

り
筋
肉
が
低
下
し
て
き
ま
す
。
ま

た
、
腰
痛
や
膝
痛
、
肩
の
痛
み
を

訴
え
る
人
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、「
身
体
機
能
は
使
え

ば
発
達
し
、
使
わ
な
け
れ
ば
衰
え

て
い
く
」
と
言
わ
れ
、
日
ご
ろ
の

状
況
に
よ
っ
て
個
人
差
が
生
じ
て

き
ま
す
。

●
運
動
の
効
果

　

人
間
の
体
は
使
わ
な
い
と
退
化

し
、機
能
が
正
常
に
動
か
な
く
な
っ

た
り
、
病
気
を
引
き
起
こ
し
た
り

し
ま
す
。
運
動
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
心
肺
機
能
や
循
環
機
能
な
ど

が
維
持
・
強
化
さ
れ
、
肥
満
や
生

活
習
慣
病
の
予
防
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
に
よ
っ
て
健
康
的

な
体
重
を
維
持
で
き
れ
ば
、
怪

我
・
骨
折
の
予
防
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
運
動
は
短
時
間
に
行
う
激

し
い
運
動
よ
り
も
、
じ
っ
く
り
と

続
け
ら
れ
る
「
適
度
な
運
動
」
が

良
い
で
し
ょ
う
。

 

●
運
動
器
の
機
能
チ
ェ
ッ
ク

　

普
段
の
生
活
の
中
で
運
動
器
の

機
能
に
つ
い
て
、
思
い
当
た
る
こ

と
が
あ
れ
ば
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
！

□
立
っ
た
ま
ま
で
靴
下
が
は
け
な
い

□
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ

　

た
り
す
る

□
階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必

要
で
あ
る

□
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き

れ
な
い

□
15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な
い

□
2
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
の
買
い
物

を
し
て
持
ち
帰
る
の
が
困
難
で

あ
る
（
1
リ
ッ
ト
ル
の
牛
乳

パ
ッ
ク
2
個
程
度
）

□
家
の
や
や
重
い
仕
事
が
困
難
で

あ
る
（
掃
除
機
の
使
用
、
布
団

の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
）

　

一
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
運
動

器
の
機
能
低
下
の
可
能
性
が
考
え

　　　センターは、
　0歳から就学前のお子さんが家族と
一緒に遊べる場所です。
　親子のふれあい、交流の場、育児相
談の場として気軽にご利用ください。
利用日時　月曜日～金曜日
　　　　　9:00～17:00

昼間お子さんと二人で
　　過ごされている方、センターはいつも

　みなさんがあそびに来てくれるのを
待っています。　　　　　　　　

　いろいろな人や遊びを知って、お母さんもお子さん
もリフレッシュしましょう。私たちが遊びをお手伝い
　　　します。また、気軽におしゃべりを楽しみなが
　　ら、のんびり、ゆったり過ごすことも大切です。

毎日の育児を頑張りすぎずに大人も
楽しむ時間を作りましょう。
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俳
　
句

古
倉
の
ど
つ
し
り
と
あ
り
紫
木
蓮	

 

松　

野　
　

大
門　

正
一

霊
気
み
つ
猩し
ょ
う

々じ
ょ

袴ば
か
ま

や
唐
の
御
所	

馬　

頭　
　

塚
原　
　

廣

健
や
か
な
米
寿
の
母
や
春
シ
ョ
ー
ル	

 

松　

野　
　

鈴
木　

君
枝

鶯
の
こ
ゑ
の
ひ
び
け
る
空
の
青	

吉　

田　
　

国
安　
　

薫

残
雪
の
上
州
三
山
刃
物
め
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

小　

川　
　

小
川
の
ぶ
子

手
つ
か
ず
の
空
の
展
ご
り
朝
ざ
く
ろ　
　
　
　
　
　

	

小　

川　
　

和
泉　

澄
雄

　
　

短
　
歌

早
苗
田
に
風
わ
た
り
き
て
さ
ざ
波
の
広
が
る
水
面
ひ
か
り
を
返
す

	

馬　

頭　
　

藤
田　

文
代

白
砂
は
密
閉
さ
れ
し
砂
時
計
小
さ
き
宇
宙
に
時
刻
み
ゆ
く

	

小　

口　
　

影
沢　

よ
し

日
の
暮
れ
を
伐
り
倒
さ
る
る
老
い
桜
地
ひ
び
く
音
の
我
が
胸
を
打
つ

	

和　

見　
　

小
高　

歌
子

生
水
を
素
手
で
掬
っ
て
飲
ん
だ
身
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
買
い
来
る

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

散
ら
か
り
し
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
黙
々
と
掃
除
し
て
ゐ
る
集
落
の
長
は

谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

や
ぶ
椿
咲
き
き
り
見
せ
る
花
の
艶
う
つ
つ
の
わ
れ
の
齢
傾
く

	

小　

川　
　

佐
藤　

孝
子

　
　

川
　
柳

油
断
せ
ず
し
つ
こ
い
電
話
詐
欺
と
決
め　
　

	
	

小　

砂　
　

笹
沼　

季
子

畑
か
ら
家
の
中
ま
で
蚊
に
追
わ
れ　
　
　
　

	
	

大
山
田
下
郷　

佐
藤　

有
紀

介
護
士
の
タ
ッ
チ
笑
顔
の
あ
り
っ
た
け　
　

	
	

谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

計
画
の
通
り
進
ま
ぬ
の
が
仕
事　
　
　
　
　

	
	

大　

内　
　

郡
司　

正
幸

旅
立
ち
の
孫
が
抱
い
て
る
で
か
い
夢　
　
　
　

	

薬　

利　
　

大
嶹　

克
明

偶
然
に
触
れ
た
あ
の
子
の
手
が
温
い　
　
　

	
	

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

広
報
文
芸

◇
『
友
罪
』　　

　
　
　
　
　
　

薬
丸　

岳
／
著

◇
『
花
鳥
の
夢
』

山
本　

兼
一
／
著

◇
『
キ
ア
ズ
マ
』

近
藤　

史
恵
／
著

◇
『
夢
幻
花
』

東
野　

圭
吾
／
著

◇
『
鬼
風
』

鳥
羽　

亮
／
著　

◇
『
世
界
中
で
迷
子
に
な
っ
て
』

角
田　

光
代
／
著

◇
『
切
り
裂
き
ジ
ャ
ッ
ク
の
告
白
』

中
山　

七
里
／
著

◇
『
ゆ
う
じ
ょ
こ
う
』

村
田　

喜
代
子
／
著

◇
『
後
悔
し
な
い
上
質
な
家
づ
く
り
』

中
村　

康
造
／
監
修

◇
『
鉄
道
レ
ア
車
両
完
全
名
鑑
』

レ
ア
車
両
研
究
会
／
編

◇
『
こ
と
ば
の
魔
術
師
井
上
ひ
さ
し
』

菅
野　

昭
正
／
編

◇
『
使
え
る
魚
介
レ
シ
ピ
』

　
　
　
　
　
　
　
　

丹
下　

輝
之
／
著

◇
『
娘
が
学
校
に
行
き
ま
せ
ん
』

　
　
　
　
　
　
　
　

野
原　

広
子
／
著

◇
『
話
し
た
く
な
る
！
つ
か
え
る
物
理
』

左
巻　

健
男
／
編

◇
『
あ
め
あ
め
ふ
れ
ふ
れ
ね
ず
み
く
ん
』

な
か
え　

よ
し
を
／
著

◇
『
あ
か
ち
ゃ
ん
ぐ
ま
は
な
に
み
た
の
？
』

ア
シ
ュ
リ
ー
・
ウ
ル
フ
／
著

◇
『
ち
い
さ
な
は
く
さ
い
』く

ど
う　

な
お
こ
／
著

◇
『
シ
バ
犬
の
チ
ャ
イ
』

あ
お
き　

ひ
ろ
え
／
著

◇
『
う
し
ろ
の
ダ
メ
ラ
』あ

き
や
ま　

た
だ
し
／
著

◇
『
か
ら
す
の
お
か
し
や
さ
ん
』

か
こ　

さ
と
し
／
著

◇
『
お
だ
ん
ご
だ
ん
ご
』

筒
井　

敬
介
／
著

◇
『
綾
瀬
は
る
か
「
戦
争
」
を
聞
く
』　

「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
２
３
」
取
材
班
／
編

◇
『
お
ま
じ
な
い
は
魔
法
の
香
水
』　

あ
ん
び
る　

や
す
こ
／
著

◇
『
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
』

吉
田　

良
治
／
著

◇
『
被
爆
ア
オ
ギ
リ
と
生
き
る
』広

岩　

近
広
／
著

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.e-to

sh
o
.co
m
/n
a
k
a
g
a
w
a
/p
c/

pc00301.aspx

森
岡　

浩
／
著

　

中
世
の
武
士
団
か
ら
た

く
さ
ん
の
名
字
が
誕
生
し

た
関
東
地
方
。
一
都
六
県

そ
れ
ぞ
れ
の
名
字
ラ
ン
キ

ン
グ
、
珍
し
い
名
字
、
地

名
と
ル
ー
ツ
な
ど
を
紹
介
。

中
川　

孝
俊
／
著

　

春
の
田
ん
ぼ
に
植
え
ら
れ

た
緑
色
の
小
さ
な
稲
。
太
陽

の
光
を
浴
び
て
、
成
長
し
て

い
き
ま
す
。

　

お
米
が
で
き
る
ま
で
を
美

し
い
写
真
で
学
び
ま
す
。

『
あ
な
た
の
知
ら
な
い
関
東
地
方
の

名
字
の
秘
密
』

　 

一
般
書	

　

『
お
こ
め
が
で
き
た！
』

　 

　
児
童
書	

那珂川町
図書館

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９２－５０１５

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９6－２３３５

高校生ボランティアのおはなし会 　  　
・６月16日（日）午後２時～
・場所　馬頭図書館 児童室
　馬高ボランティア部の方たちが、たのしい紙しばい
や絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、なめこの切り紙をします。

たのしい絵本と紙しばいの会　　　  　
・６月20日（木）午前10時30分～
・７月 ４ 日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

読　書　会　　　　　　　　　　  　
・７月10日（水）午後１時30分～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　テキスト「ちいさなちいさな王様」
　　　　　　　　　　アクセル・ハッケ／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

婦人ボランティアのおはなし会　　  　
・７月13日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボラ
ンティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでく
れます。おはなしの後は、
オリジナルうちわを作りま
す。

小川おはなし会　　　　　　　 　  　
・７月６日（土）午前１０時３０分～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、星のモビールを作ります。

講談社おはなしキャラバン隊　 　  　
・６月29日（土）午前１０時３０分～１１時３５分
・場所　小川図書館
　たのしいおはなしをたくさんのせて、おはなしキャ
ラバン隊がやってきます！
　キャラバンカー見学や、おはなし会。
　おみやげ付きの楽しいイベントです。

馬頭図書館　６月15日～７月15日のお休み

小川図書館　６月15日～７月15日のお休み

日 月 火 水 木 金 土
6/16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 7/1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15

日 月 火 水 木 金 土
6/16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 7/1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15

図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

寄
贈
【
5
月
20
日
受
付
分
ま
で
】

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
福
祉
基
金
へ

２
万
３
５
７
７
円　

益
子
建
築
・
関
東

フ
ー
ズ
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
様

○
図
書
館
へ

図
書
「
拉
致
と
決
断｣

	

匿
名　

（
大
山
田
上
郷
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

８
千
円 	

 

匿
名
（
４
６
３
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

２
万
円　

	

益
子
和
弘
様
（
健
武
６
４
回
）

２
万
円　

	

匿
名　
　
　
　
　
　

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
へ

タ
オ
ル
２
４
３
本

	

栃
木
県
退
職
公
務
員
連
盟
南
那
須
支
部

○
町
へ

イ
ノ
シ
シ
の
彫
刻 	

川
又　

武
様
（
谷
田
）

小川図書館 馬頭図書館

観光センター（道の駅）に展示中
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時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00

文字放送
6:30
7 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9:30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00 ★企画番組

（終了後は文字放送）13:30
14:00

文字放送
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30
17:00
17:30 メンデレーエフの奇妙な棚
18:00 アスリート解体新書
18:30 ★企画番組

（終了後は文字放送）19:00
19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組
20:30
21:00 偉人達の夢
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00 ★企画番組

（終了後は文字放送）22:30
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0 :30
1 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
朝まで 文字放送

区分 住宅名 戸数 間取り 入居時家（円）

町営 大宝地 ３戸 ３DK 22,600～33,900

町営 古  館 ２戸 ３K 12,600～18,900

町営 松ケ丘 ２戸 ２K 10,500～13,500

町営 谷田上の原 １戸 ３K 9,600～14,400

※町営住宅の家賃は所得に応じて、
決定します。
募集期間　6月10日（月）～

　　　　　7月1日（月）
その他　申込方法、入居資格等の詳
細は、お問い合わせください。
問い合わせ　建設課管理係

　☎0287－92－1118
※サン・コーポラス馬頭（旧雇用促

進住宅）とゆりがねハイツは、随
時入居者を募集しています。

コース名　基礎訓練科
対象者　知的・精神障がいがある方
募集期間　7月1日（月）

　　　　　～7月26日（金）
訓練期間　9月4日（水）

～10月28日（月）
訓練場所
　障がい者支援センター　ふれあい
※授業料無料。（教材費は自己負担）
※ハローワークに求職の申込みをさ

れている方が対象です。
問い合わせ　
県立県北産業技術専門学校

　☎0287－64－4000

　音声告知機および屋外スピーカー
から試験音声が流れますので、ご理
解とご協力をお願いいたします。
期日　６月２８日（金）
時間　午前10時15分に１回
問い合わせ　総務課　
　　　　　　☎0287－92－1111

対象　知的障がい児のボランティア
活動に興味・関心のある方
（昨年度の修了生は除きます）
定員　30名
参加費　無料（食費等は自己負担）
申込期限　6月21日（金）
日時・内容

（1）7月6日（土）9時～正午
　　開講式、オリエンテーション

（2）7月27日（土）9時～正午
　　本校高等部の理解と農芸班

（3）8月3日（土）9時～正午
　　近隣の福祉施設の理解と交流

（4）11月16日（土）9時～午後3時
　　学校行事の支援（こぶし祭）

（5）11月30日（土）9時～正午
　　グループ別協議、閉校式等
申し込み・問い合わせ
県立南那須特別支援学校

☎0287－88－7571

○検査日を木曜日に集約します。
○電話で予約をお願いします。
予約受付　月曜～金曜日（祝日及び

12月29日～１月３日を除く）

　　　　　午前９時～午後５時
予 約 先　役場住民生活課
　　　　　☎0287－92－1112
　　　　　小川庁舎総合窓口課
　　　　　☎0287－96－2111

　烏山高校では公開授業を下記の日
程で実施いたします。参加を希望
する方は、準備の都合上、6月14日
（金）までにご連絡下さい。
日時　６月18日（火）
受付　午後１時30分～
授業　午後２時～午後３時40分（第
6・7時限）
場所　栃木県立烏山高等学校
対象　地域住民の方・教育関係及び
本校関係の皆様
問い合わせ	 ☎0287－83－2075

（教頭または教務あて）
※当日は上履き（スリッパ等）をご

持参ください

　事業者を対象として、食品表示に
関する理解を深め、消費者にわかり
やすく伝わるよう、適正な表示方法
をご紹介します。
日時　６月26日（水）
　　　午後２時～４時30分
場所　大田原東地区公民館
　　　（大田原市若草１―1287―１）
対象者　
製造、流通（小売・卸・輸入）業者
定員　50人（定員になり次第、締
め切らせて頂きます。）
参加費　無料　
申し込み・問い合わせ
関東農政局大田原地域センター　　
担当　岩本・根岸　

☎0287－23－5611

　平成25年度の労働保険年度更新
の申告・納付時期は6月3日～7月
10日となります。　
問い合わせ
労働基準監督署・公共職業安定所
又は栃木労働局労働保険徴収室

☎028－634－9113

○全国一斉「子どもの人権110番」
電話相談開設
　いじめや虐待など、子どもの人権
問題に関する相談に応じます。
日時　6月24日（月）～

　　　　　 6月30日（日）まで
時間　 午 前 8 時 3 0 分 ～ 午 後 ７ 時
（土・日は午前10時～午後５時）
実施機関　宇都宮地方法務局
　栃木県人権擁護委員連合会
問い合わせ　子ども人権「110番」
全国共通番号（フリーダイヤル）

 z0120－007－110

　「現況届」の提出はお済みですか？
　6月は、毎年一斉による現況届提
出の月です。
　まだ、お済みでない方は期限まで
に提出されますようお知らせします。
提出期限　6月28日（金）
提出先　
●農業委員会（山村開発センター３
階）または建設課（山村開発セン
ター１階）
●総合窓口課 （小川庁舎１階）
＊なお、受給開始１年未満の方は翌

年からです。
問い合わせ
農業委員会　	 ☎0287－92－1185

日時　6月15日（土）
　　　午前10時から午後3時まで
場所　栃木県障害者保養センター
　　　那珂川苑
　入浴無料及び売店商品が１割引
（福祉の店・お酒を除く）になりま
す。
問い合わせ　
栃木県障害者保養センター
那珂川苑　	 ☎0287－92－5511

日時
　第１回　６月22日（土）
　第２回　７月27日（土）
　第３回　８月８日（木）
　第４回　８月24日（土）
　第５回　９月21日（土）
　各回午前９時30分～正午
問い合わせ
国際医療福祉大学塩谷看護専門学校

☎0287－44－2322

○栃木県民の日にあたり、入館料が
無料になります。
無料開放日　６月15日（土）
開放時間　
　午前9時30分から午後5時まで
　（入館は午後4時30分まで）
対象　栃木県民（免許証等住所がわ
かるものをご提示ください）
○平成25年度下半期（10月～3
月）分の視聴覚研修室ギャラリーの
使用申請を受け付けます。
申込期限　6月28日（金）
＊期限後であっても、申し込み状況

により使用できる場合があります。
＊ご希望の使用期間が重複する場合

は、調整させていただきます。
問い合わせ　
馬頭広重美術館　

☎0287－92－1199

　身体の障害について医学的な相
談・判定が無料で受けられます。
（要予約）
日時　7月3日（水）午後2時～4時
場所　那須烏山市保健福祉センター
相談内容　肢体不自由（整形外科）
申し込み　健康福祉課　

☎0287－92－1119

国際医療福祉大学塩谷看護専門学
校オープンキャンパスのご案内

馬頭広重美術館無料開放及び
視聴覚研修室ギャラリー使用申請

受付のご案内

全国一斉「子どもの人権110番」
強化週間

烏山高校公開授業
（授業参観）のお知らせ

食品事業者表示適正化技術講座

農業者年金を受給されている方へ

県民の日記念イベントのお知らせ

労働保険年度更新について

身体障害者巡回相談を実施

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール 町営住宅入居者募集のおしらせ

県立南那須特別支援学校
ボランティアスクール
に参加しませんか？

県立県北産業技術専門校
訓練生を募集します

食品の放射性物質簡易検査が
変わりました Ｊ－ＡＬＥＲＴ

（全国瞬時警報システム）
全国一斉試験のお知らせ

★ケーブルテレビ企画番組

【お知らせ】
都合により予告なく番組を変更すること
があります。電子番組表（リモコンの

「番組表」ボタン）での確認をお願いします。
問い合わせ：Z0120-227-445

日　付 番　組　名

6/10～6/16 みんなで子育て
わんぱく広場

6/17～6/23 小川中学校体育祭

6/24～6/30 馬頭東小運動会

7/１～7/７ 小川南小運動会

7/8～7/14 ハロー！元気っこ

お知らせ お知らせお知らせ お知らせ
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6月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　	 9,276 人（－ ４）
 　女　	 9,192 人（－ 11）
 　計　18,468 人（－ 15）
 世帯数  6,135　   （＋ ９）
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体験教室：子犬のシャンプー、施設
見学、子犬とのふれあいなど
申し込み・問い合わせ　
栃木県動物愛護指導センター　

☎028－684－5458

　ある若き農協職員が25年ほど前
に立ち上げた「葉っぱ」ビジネス。
その「葉っぱ」ビジネスの展開を背
景に、3人の高齢の女性たちが「も
うひと花咲かせよう」と人生へ再挑
戦する姿を描いた映画です。
日時　6月23日（日）
1回目　午後 1 時30分～（ 1 時開場）
2回目　午後４時30分～（４時開場）
※好評につき２回上映といたしまし
た。
場所　小川総合福祉センター
　　　あじさいホール
チケット販売　商工会、 JAなす南、
観光センター（道の駅）
問い合わせ　農林振興課

☎0287－92－1113

　同事業は、先の大戦において父等
を亡くした戦没者の遺児を対象とし
て、父等の戦没した旧戦域を訪れ、
慰霊追悼を行うとともに、同地域の
住民と友好親善を深めることを目的
としています。
費用　参加費として10万円
　日程等の詳細は下記まで
問い合わせ　㈶日本遺族会事務局

　☎03－3261－5521

　受験には、２年以上の調理業務な
ど実務経験が必要です。詳しくは、
烏山健康管理センターまでお問い合
わせください。
試験日時　8月7日（水）
　　　　　午前9時30分～正午
試験会場　宇都宮短期大学付属高等
　　　　　学校
願書受付　6月19日（水）～

6月21日（金）
問い合わせ　
烏山健康管理センター

☎0287－82－2231

開催日時
　①7月24日（水）　②7月26日（金）
※各回午前10時～午後3時までで、

どちらか一方の日時での参加にな
ります。参加費は無料です。
場所　栃木県動物愛護指導センター
受講対象者　小学校4年生から中学
校2年生までの生徒とその家族など
（小学生は、原則として親子2～3
名1組で申し込んでください。）
　なお、初回受講者を優先としま
す。
募集定員　
　各回10名程度（20名程度）
申込期間　7月8日（月）から

7月12日（金）まで
内容　
講義など：“犬”に関する講義や動物
愛護に関するビデオ観賞

●夏季企画展
　「ミもフタも…須恵器?!―古代那
須のやきもの―」
　古代の窯業について、那須中心に
取り上げ、小中学生向けに分かり易
く紹介します。
会期　7月6日（土）～8月31日（土）
開催場所　県立なす風土記の丘資料館
観覧料金　一般100円、学生50円、
　　　　　中学生以下は無料
休館日　月曜日（祝日開館）、  祝日
　　　　の翌日
●考古学講座第3回　なす風土記塾
演題　「那須地域の古代窯業」
講師　川島明子（当館学芸員）
日時　7月13日（土）
　　　午後1時30分～3時
会場　資料館講堂
定員　50名　参加費　無料
●①古代の器（うつわ）をつくろう！
内容　ロクロを回して、古代の器を
　　　つくります。
日時　7月27日（土）・28日（日）
定員　20名（①のうち1日と②の両
方に参加できる方）
●②古代の器（うつわ）を焼こう！
内容　「古代の器をつくろう！」で
　　　つくった土器を焼成します。
日時　8月18日（日）
対象　7月27日・28日の参加者
※①、②共に参加費は無料です。
申し込み・問い合わせ
栃木県立なす風土記の丘資料館

☎  0287－96－3366 
FAX 0287－96－3340

栃木県立なす風土記の丘資料館
夏季企画展・イベントのご案内

平成25年度調理師試験のお知らせ

動物愛護ふれあいサマースクール
開催のお知らせ

映画「人生、いろどり」
上映会のお知らせ

戦没者遺児による
慰霊友好親善事業のご案内

お知らせ
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た
吉よ
し

井い

勇い
さ
む

か
ら
は
、
短
歌

雑
誌
「
新
し
き
ス
バ
ル
」
を
創
刊

す
る
に
あ
た
り
、
吉
井
が
記
し
た

直
筆
の
創
刊
趣
意
書
草
稿
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

作
詞
家
と
し
て
も
有
名
な
西さ
い

條じ
ょ
う

八や

十そ

（
代
表
作
に
「
青
い
山
脈
」

「
王
将
」な
ど
）か
ら
の
手
紙
で
は
、

八
十
が
正
一
郎
氏
の
所
へ
訪
問
す

る
予
定
だ
っ
た
も
の
の
、
体
調
不

良
の
た
め
延
期
し
た
い
旨
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
末
に
は

地
方
文
化
の
発
展
に
尽
力
す
る
正

一
郎
氏
へ
の
労ね
ぎ
らい
の
言
葉
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

川
合
玉
堂
の
門
下
で
も
あ
る
児こ

玉だ
ま

希き

望ぼ
う

の
手
紙
に
は
、
正
一
郎
氏

が
絵
画
に
関
す
る
質
問
を
し
た
答

え
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
紙
か
ら
は
正
一
郎
氏
が
絵
画
に

対
し
て
厳
し
い
見
方
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

歌
人
の
野の

口ぐ
ち

青せ
い

眉び

は
那
珂
川
町

に
住
み
、
本
県
歌
壇
の
重
鎮
と
し

て
活
躍
し
た
人
物
で
、
正
一
郎
氏

に
漢
詩
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
手
紙
に
は
戦
前

の
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
正

一
郎
氏
が
東
京
に
い
た
際
に
知
り

合
い
、
帰
郷
し

て
以
後
も
彼
ら

と
交
流
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
地
方

で
は
手
に
入
れ

に
く
い
戦
前
の

美
術
雑
誌
「
美

之
國
」
を
定
期

購
読
し
て
お
り
、

西條八十からの手紙　　個人蔵

美術雑誌 「美の国」　個人蔵
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春季特別展 －ゴッホに愛された花魁－溪斎英泉展

「藍 摺 絵」

　「ヒロシゲブルー」と
いう言葉を、皆さんは聞
いたことがあるでしょう
か。風景画で知られる歌

川広重は、空や海に鮮やかで発色の良い藍色を効果的
に使いました。欧米ではその藍色の美しさが高く評価
され、 これが「ヒロシゲブルー」と呼ばれているのです。
　広重が使っていたこの藍は合成顔料で、ドイツのベ
ルリンで発見されたことから「ベルリンブルー」、あ
るいはドイツの旧名のプルシアに由来して「プルシア
ンブルー」という名で呼ばれています。日本では江戸
時代、「唐藍」あるいは、「ベルリン藍」がなまって「ベ
ロ藍」、あるいは「ベロ」「ヘロリン」などと呼ばれて
いました。
　「ヒロシゲブルー」と呼ばれ、広重の代名詞とも
なっているベロ藍ですが、この色を最初に浮世絵の一
枚絵に取り入れたのは溪

けい

斎
さい

英
えい

泉
せん

でした。当時書かれた
随筆によると、英泉が団扇用に描いた山水画と隅田川
の風景を、文政13年（1830）にベロ藍の濃淡で摺り
上げたのがその始まりだということです。
　ベロ藍はそれまで青色として用いられていた本藍と
違って鮮やかで透明感があり、伸びのよい絵の具でし
た。容易に濃淡がつけられ、水や空気の表現に適して
いたため、ここから風景画が飛躍的に発達することに
なります。広重の「東海道五拾三次」や葛飾北斎の
「冨嶽三十六景」といった風景画の名品も、ベロ藍の
登場によって生まれたものです。
　人々はこの新しい藍色の美しさに魅了され、天保

（1830－44）初
期には藍一色で摺
り 出 す 藍 摺 絵 の
ブームが起こりま
した。ベロ藍のパ
イオニアである英
泉もこの時期、多
くの藍摺絵を作成
しています。
　図は、その英泉
の 藍 摺 絵 の 一 枚
で、「五節美人合
之内昼世界」という作品です。端午の節句の妓楼の様
子で、菖蒲を持つ遊女が描かれています。昼なので客
もまばらで暇なのでしょう。のんびりとした空気が伝
わってきます。五月といえば当時は夏の暑い時期です
が、藍で摺ることによって涼しげな作品に仕上がって
います。

　　馬頭広重美術館　主任学芸員　長井裕子

【会　　　期】　後期　6月30日（日）まで
【開 館 時 間】　午前９時30分より午後５時まで
　　　　　　　（但し入館は4時30分まで）

【休　館　日】　月曜日
【入　館　料】　大　　　人　　700円（630円）
　　　　　　　高・大学生　　400円（360円）

※（ ）は２０名以上の団体料金。
※70歳以上、中学生以下は無料。
※障害者手帳をお持ちの方・付き添い１名は半額

第 回

平成24年度　那珂川町観光写真コンテスト 受賞作品

　鷲子山上神社にて、家族の微笑ましい幸を
願っての親子の絆に感動して、シャッターを
押させて頂きました。（山中さん）

　後ろ向きで無心に水面を凝視しているサギ
たち、そして横に並んでいる面白さに魅かれ、
思わず苦笑しながらシャッターを押しました。

（岡さん）

下
野
新
聞
社
賞
「
幸
を
願
っ
て
」

山
中
ヒ
ロ
子
さ
ん
（
宇
都
宮
市
）

撮
影
場
所
：
鷲
子
山
上
神
社

入
選
「
位
置
に
つ
い
て
！
」

岡
典
子
さ
ん
（
北
向
田
）

撮
影
場
所
：
若
鮎
大
橋
下
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「五節美人合之内 昼世界」
千葉市美術館蔵


